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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

 対象鳥獣 アライグマ、ハクビシン、イノシシ、ニホ

ンジカ、ニホンザル、ハシボソガラス、ハ

シブトガラス、ドバト、カワウ 

 計画期間 令和４（２０２２）年度～ 
令和６（２０２４）年度 

 対象地域  下野市 

 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）被害の現状（令和２年度） 

鳥獣の種類 

 

被害の現状 

品 目 被害数値 

ハクビシン 果樹 
被害面積   5ａ 

被害金額   30千円 

イノシシ 水稲、野菜、いも類等 
被害面積    － 

被害金額    － 

ニホンジカ 水稲 
被害面積    －  

被害金額    － 

 

（２）被害の傾向 

ハクビシン 
市内全域で目撃報告や農作物被害、住宅への侵入被

害が発生している。 

イノシシ 

国分寺地区で目撃報告があり、水稲が踏み荒らされ

る被害が発生している。令和元年度では１５７a、３

１４千円の被害が発生している。平成３０年にはバイ

クとの衝突事故が発生した。 

ニホンジカ 

石橋地区・国分寺地区で目撃報告があり、農作物へ

の食害の恐れがある。平成３０年には自動車との衝突

事故が発生した。 

 

（３）被害の軽減目標                 （千円） 

指標 現状値（令和２年度） 目標値（令和６年度） 

ハクビシン 30 15 

イノシシ 0 0 

ニホンジカ 0 0 

 

 

 

 



 

（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

捕獲等に

関する取

組 

 

 

アライグマ・ハクビシンに

ついては、被害を受けている

市民への捕獲箱の貸し出しを

実施。 

イノシシ・ニホンジカにつ

いては、下野市有害鳥獣駆除

隊と業務委託契約を結び、国

分寺地区にて箱罠を設置し年

間を通して有害捕獲を行って

いる。令和２年度に県の事業

を活用し実験的にセンサーカ

メラを導入。箱罠の様子を常

に監視することによりイノシ

シの生息状況などが確認でき

有効であったため令和３年度

に、市予算にて正式に導入。 

アライグマ・ハクビシンについ

ては、市民へ捕獲箱の貸し出しを

実施しているが、捕獲数が増えな

いことから、捕獲方法等を指導し

ていく必要がある。 

イノシシ・ニホンジカについて

は、バイクや自動車との衝突事故

等の実害が発生していることか

ら、地域ぐるみで捕獲に取り組む

必要がある。 

防護柵の

設置等に

関する取

組 

取り組みなし。 

 

 

 

個人の対策として、各個人が対

策費用を負担することになるた

め、必要性を見極めた上で、推進

する必要がある。 

生息環境

管理その

他の取組 

被害状況や生息状況の把握

し、生息させない環境づくり

を推進。 

被害地域住民に対し、耕作

放棄地や林地・藪の草刈り、

作物残渣や未収穫農作物を農

地に放置しないよう啓発。 

被害地域において有害鳥獣の

隠れ場所となる耕作放棄地や、誘

因の原因となる作物残渣が見受

けられるためより一層の啓発の

必要がある。 

 

（５）今後の取組方針 

アライグマ・ハクビシンについては、今後も捕獲箱の貸し出しを行うと

ともに、農地や集落周辺が餌場となるような、生活ごみや作物残渣を放置

しないよう適正管理を推進する。 

イノシシ・ニホンジカについては、被害防止のため、地元自治会や猟友

会・駆除隊との協働による捕獲活動を実施し、必要に応じて集落ぐるみの

侵入防止柵の設置や生息域とならないよう環境整備を実施する。 

また、箱罠に設置したセンサーカメラを活用しイノシシの生息状況を鑑



みて状況にあった対策を講じ捕獲率の向上を図る。 

 

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１）対象鳥獣の捕獲体制 

 アライグマ、ハクビシンについては、当分の間は被害を受けている市民

自らの捕獲による。 

 イノシシ、ニホンジカ、カラス類については、引き続き栃木県猟友会小

山支部下野地区（下野市有害鳥獣駆除隊）と捕獲等委託契約を結び、年間

を通して有害捕獲を行っていく。 

 また、捕獲行為が希少猛禽類、その他の野生動物の生息に支障とならな

いように配慮する。 

 

（２）その他捕獲に関する取組 
年度 対象鳥獣 取組内容 

R4 

(2022) 

アライグマ 

ハクビシン 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

カラス類 

ドバト 

カワウ 

・わなの購入及び貸与 

・狩猟免許取得の推進及び支援 

R5 

（2023） 

R6 

（2024） 

 

（３）対象鳥獣の捕獲計画 

 捕獲計画数等の設定の考え方 

アライグマ、ハクビシンにおいては、生息域も広く、被害が増加傾向で

あると思われるが、当分の間は被害を受けている市民自らが実施する捕獲

を基本として、捕獲計画数を設定する。 

 イノシシについては、国分寺地区の河川敷周辺の農地が踏み荒らされて

いることを踏まえ捕獲計画数を設定する。 

 ニホンジカについては、石橋地区での水稲の食害が発生していることや

、平成３０年には同地区で自動車との衝突事故が発生したこと、令和３年

度には新たに国分寺地区でも目撃情報があったことを踏まえ捕獲計画数を

設定する。 

 

対象鳥獣 

 

捕獲計画数等 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 

アライグマ 

ハクビシン 

 

１５ 

 

１５ 

 

１５ 



イノシシ １０ １０ １０ 

ニホンジカ ３ ３ ３ 

 

 捕獲等の取組内容 

ハクビシンにおいては、被害を受けている市民自らが捕獲することを推

進すべく、市より捕獲箱の貸し出しを行う。 

イノシシ・ニホンジカ・カラス類については、年間を通して栃木県猟友

会小山支部下野地区（下野市有害鳥獣駆除隊）に捕獲等委託をする。 

 

（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

下野市 平成１９年度許可権限の委譲済 

 

４．防護柵の設置等に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 
対象鳥獣 

 

整備内容 

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 

 整備計画なし 

 

５．生育環境管理その他被害防止施策に関する事項 
年度 対象鳥獣 取組内容 

R4 

(2022） 

アライグマ 

ハクビシン 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

カラス類 

ドバト 

カワウ 

被害状況や生息状況の把握に努め、生息させ

ない環境づくりを推進する。 

被害地域住民に対し、耕作放棄地や林地・藪

の草刈り、作物残渣や未収穫農作物を農地に放

置しないよう啓発する。 

R5 

(2023) 

R6 

(2024) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項 

（１）関係機関等の役割 

関係機関等の名称 役割 

下野市 市民からの情報を受け、被害調査及び関係

機関との連携、市民への周知等を通し、安全

確保に努める。 

栃木県 

市民からの情報を受け、被害調査及び関係

機関との連携、市民への周知等を通し、安全

確保に努める。 

下野警察署 
市民からの情報を受け、行政機関との連携

、地域巡回等を通し、安全確保に努める。 

石橋地区消防組合 

下野市消防団 

市民からの情報を受け、行政機関との連携

、地域巡回等を通し、安全確保に努める。 

栃木県猟友会 
行政機関と連携した有害鳥獣の捕獲、追い

払い等を通し、安全確保に努める。 

下野市有害鳥獣駆除隊 
行政機関と連携した有害鳥獣の捕獲、追い

払い等を通し、安全確保に努める。 

下野市野生鳥獣被害対策連

絡協議会 

行政機関と連携、市民への周知等を通し、

安全確保に努める。 

ＪＡうつのみや 

ＪＡおやま 

農家からの情報を受け、被害調査及び行政

機関との連携、農家への周知等を通し、安全

確保に努める。 

 
（２）緊急時の連絡体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下 野 市 

下 野 
警察署 

栃木県 
猟友会 

ＪＡ 地域住民 

通報 

周知 

周知 

情報共有・連携 

情報共有・連携 

連携 

情報共有・連携 

情報共有 
連 携 

通報 通報 

石橋地区消防組合 
下野市消防団 

栃木県 

下野市有害鳥獣

駆除隊 

下野市野生鳥獣被

害対策連絡協議会 

連携 

連携 



 

 

 
７．被害防止施策の実施体制に関する事項 

（１）協議会に関する事項 

協議会の名称 下野市野生鳥獣被害対策連絡協議会 

構成機関（委員）の名称 役  割 

下野市 被害防止対策全般に関すること 

栃木県猟友会小山支部下野地区 捕獲等に関すること 

小山農業協同組合 農業被害に関すること 

宇都宮農業協同組合 農業被害に関すること 

小山農業共済組合 農業被害に関すること 

宇都宮農業共済組合 農業被害に関すること 

県南環境森林事務所 鳥獣保護、捕獲等に関すること 

下都賀農業振興事務所 農業被害防止対策に関すること 

被害地区代表者 農業被害に関すること 

その他市長が必要と認める者 ― 

 

（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役  割 

下野警察署 地域住民への安全対策 

下野市教育委員会 小中学校への注意喚起 

児童、生徒の安全対策 

 

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

現在は設置していない。鳥獣の生息、被害状況を鑑み、設置を検討する

。 

 

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

被害状況等の把握に努め、被害防止策の実施体制の整備を検討する。 

 

８．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

鳥獣保護管理法に基づく基本指針に従い、適切な処分を実施する。 

 
９．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

 隣接市町及び県との情報を共有し、相互に連絡を取り合い、必要に応じ

て共同で捕獲する。 

 イノシシについては、県内で豚熱に感染した個体が確認されていること

から、捕獲で使用した靴、衣類、道具、車両等の消毒を行う。 

学校・幼稚園等 



 また、捕獲したイノシシを現場に埋却せず搬出する場合、血液等が漏出

しないようビニールで密閉する等の防疫措置を講じながら捕獲を強化する

。 

 


